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研究成果の概要（和文）：理系研究者は，１）予算的危機，２）若手育成，３）社会と論争があ

る科学テーマについて科学コミュニケーションの意義を感じるが，一方でこうした自ら参加し

なければならないニーズがない場合に科学コミュニケーションに参加する意義を見出すのは難

しい．理系研究者が，科学コミュニケーションに積極的に関わるには，社会の中における科学

の位置づけを議論し動機を持つことが重要だ． 

 

研究成果の概要（英文）：When they discuss a budget crisis, the development of young 

players, and scientific themes that have disputes with the society, scientific 

researchers in general believe science communication is meaningful. On the other 

hand, it is difficult for them to find it meaningful to participate in science communication 

when there is no such need. It is very important for them to discuss the positioning of 

science among the society and have a powerful motivation in order to get actively 

involved in science communication. 
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１．研究開始当初の背景 

科学コミュニケーションの重要性は指摘
されていたが，理系研究者がそれを実感を持
って認識している状況ではなく，むしろ必要
性を感じにくい，あるいは積極的に関わるこ
とに消極的な背景があった．2009 年 11 月に
事業仕分けがあり，その後，こうした背景が
急激に変わった． 

 

２．研究の目的 

そこで，視点を理系研究者側に移し，理系
研究者にとって参加する意義がある科学コ
ミュニケーションの在り方について調査を
行いたいと考えた． 

 

３．研究の方法 

主に，研究会の開催で特定のテーマについ
て議論すること，さらに問題をもつ研究者と
の議論によって問題を抽出していった．理系
研究者自身に話題提供を議論をしていただ
く「トランス・サイエンス研究会」を 2 回，
理系研究者をサポートするコミュニケーシ
ョン部門の担当者が集まる国際シンポジウ
ム「日米欧 科学広報の戦略」を 1 回，開催
し，問題を抽出，解決案を議論した． 

 
４．研究成果 

理系研究者が科学コミュニケーションの
ニーズを感じるのは１）事業仕分けのように
予算的な危機に立たされた場合，２）若手育
成の一環として教育的な活動を行う場合，
３） トランス・サイエンスのように科学と
社会の間で論争になっている問題について
であることが明確になった．動機があって，
初めて活動につながるということを，議論を
通じて確認した． 

これに対して，コミュニケーション担当者
は，時事的な要素をとらえて，必ずしも上記
の１）から３）にからまずとも，科学の内容
を上手に伝える工夫をしている，あるいはメ
ディアとの付き合いをしていることが明ら
かになった． 

すべての理系研究者に科学コミュニケー
ションを強制するのは現実的ではない．しか
し予算額等によっては１）から３）のニーズ
がなくとも，説明責任として科学コミュニケ
ーションを行っていく必要があることが指
摘されている．１）から３）のニーズをもつ
研究者に対しては研究コミュニティや組織
が体制を整えながら，それ以外の研究者には
社会の中での科学者の立ち位置を再確認し，
まずは動機を議論することが有益であるこ
とがわかった． 
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